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行 政

環 境 消 防

経 済 行 政

防 災

中
町
け
い
議
員

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　

ス
マ
ホ
の
操
作
に
不
慣
れ
な

高
齢
者
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
地
域

通
貨
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
仕
組
み

が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え

る
。
高
齢
者
の
利
用
を
促
す
た

め
、
市
が
こ
れ
ま
で
講
じ
て
き

た
対
策
と
今
後
の
対
応
を
問
う
。

答　
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
仕
組
み

や
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
方

法
が
分
か
り
に
く
い
こ
と
が
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、

高
齢
者
を
対
象
に
、
ス
マ
ホ
の

基
本
操
作
や
ア
プ
リ
の
使
い
方

を
学
ぶ
デ
ジ
活
講
座
を
開
催
し

た
ほ
か
、
行
徳
支
所
な
ど
で
、

職
員
が
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー

ル
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
て
き
た
。
今
後
も
、

イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
で
サ
ポ
ー

ト
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
き
め

細
や
か
な
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

ＩＣＨＩＣＯ
高齢者の利用を促す対策は
サポートコーナーの設置等を行う

堀
内
し
ん
ご
議
員

（
未
来
市
川
）

　

本
市
動
植
物
園
の
Ｘ
の
ア
カ

ウ
ン
ト
に
は
、
６
万
６
千
人
以

上
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
来
園
者
を
増
や
さ

な
け
れ
ば
動
物
園
の
活
性
化
に

は
結
び
付
か
な
い
と
考
え
る
。

小
動
物
と
触
れ
合
え
る
こ
と
が

本
市
動
物
園
の
魅
力
だ
と
思
う

が
、
魅
力
を
更
に
高
め
る
た
め

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

答　
現
在
、
モ
ル
モ
ッ
ト
等
と

触
れ
合
え
る
、
な
か
よ
し
広
場

等
を
設
置
し
て
お
り
、
こ
の
よ

う
な
動
物
と
の
触
れ
合
い
は
、

来
園
者
の
増
加
が
期
待
で
き
る

と
考
え
る
。
一
方
、
多
く
の
人

間
と
接
触
す
る
こ
と
に
よ
る
感

染
症
等
の
リ
ス
ク
も
あ
る
た
め
、

動
物
福
祉
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、

触
れ
合
い
を
視
点
と
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

動植物園
魅力を更に高めるための取り組みは
動物福祉に配慮し充実を図っていく

ほ
と
だ
ゆ
う
な
議
員

（
未
来
市
川
）

　

居
住
者
の
高
齢
化
、
管
理
組

合
役
員
の
成
り
手
不
足
な
ど
の

課
題
が
多
く
あ
る
中
、
マ
ン

シ
ョ
ン
を
適
正
管
理
し
て
い
く

た
め
に
は
住
民
意
識
の
醸
成
が

重
要
だ
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
本
市
は
、
令
和
５
年
７
月
、

管
理
組
合
の
運
営
状
況
や
長
期

修
繕
計
画
の
見
直
し
状
況
な
ど
、

一
定
基
準
を
満
た
す
マ
ン
シ
ョ

マンションの適正管理

ン
を
市
が
認
定
す
る
「
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
計
画
認
定
制
度
」
を

開
始
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
認

定
準
備
を
進
め
る
中
で
管
理
上

の
問
題
点
を
可
視
化
し
、
改
善

で
き
る
な
ど
、
住
民
意
識
の
醸

成
に
有
効
と
考
え
て
い
る
。
今

後
も
多
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
認

定
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
セ
ミ

ナ
ー
等
の
機
会
を
活
用
し
な
が

ら
意
識
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。

住
民
意
識
の
醸
成
が
重
要 

市
の
見
解
は

認
定
制
度
等
を
活
用
し
意
識
醸
成
を
図
る

門
田
直
人
議
員

（
れ
い
わ
・
無
所
属
・
共
生
の
会
）

　

令
和
７
年
５
月
９
日
、
本
市

は
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
に
選

定
さ
れ
た
こ
と
で
、
当
該
先
行

地
域
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
施
策

が
必
要
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

他
市
の
よ
う
に
、
戸
建
て
新
築

住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
を
義
務
付
け
る
制
度
を
導

入
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置

太陽光発電設備

は
、
電
気
料
金
の
節
約
や
売
電

に
よ
る
収
入
が
得
ら
れ
る
な
ど

経
済
的
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方

で
、
住
宅
価
格
の
高
騰
、
売
電

価
格
の
下
落
リ
ス
ク
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
費
用
な
ど
、
義
務
付
け

を
す
る
に
は
、
慎
重
な
判
断
が

必
要
と
な
る
課
題
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
社
会
情
勢
や

先
行
事
例
の
効
果
を
注
視
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

設
置
を
義
務
付
け
す
る
考
え
は

社
会
情
勢
や
先
行
事
例
を
注
視
し
て
い
く

久
保
川
隆
志
議
員

（
公
明
党
）

　

熱
中
症
対
策
と
し
て
、
こ
ま

め
な
水
分
補
給
を
促
す
た
め
、

マ
イ
ボ
ト
ル
用
の
給
水
機
を
公

共
施
設
に
設
置
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。
ま

た
、
涼
み
処
の
開
設
場
所
を
掲

載
し
た
紙
媒
体
の
地
図
を
作
成

し
、
市
民
に
周
知
で
き
な
い
か
。

答　
給
水
機
の
設
置
は
、
熱
中

症
対
策
と
し
て
有
効
で
あ
る
た

熱中症対策

め
、
関
係
部
署
と
連
携
を
図
り
、

先
進
事
例
を
調
査
、
研
究
し
て

い
く
。
ま
た
、
紙
媒
体
の
地
図

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
持

た
な
い
人
で
も
、
涼
み
処
を
容

易
に
知
る
こ
と
が
で
き
、
同
対

策
と
し
て
有
効
と
考
え
る
た
め
、

今
後
作
成
を
検
討
す
る
。
更
に
、

施
設
ご
と
の
給
水
機
の
有
無
等

を
合
わ
せ
て
掲
載
す
る
こ
と
で
、

内
容
の
充
実
、
工
夫
を
図
る
。

涼
み
処
を
掲
載
し
た
地
図
の
作
成
は

今
後
作
成
を
検
討 

内
容
の
充
実
も

西

村

敦

議

員

（
公
明
党
）

　

国
は
、
令
和
７
年
６
月
か
ら

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
の
災
害
対

応
車
両
の
登
録
制
度
を
開
始
し

た
が
、
本
市
で
の
周
知
方
法
を

問
う
。
ま
た
、
ト
イ
レ
、
キ
ッ

チ
ン
、
ベ
ッ
ド
を
発
災
後
48
時

間
以
内
に
届
け
る
た
め
に
は
、

当
該
制
度
に
多
く
の
登
録
が
必

要
と
考
え
る
が
、
市
が
導
入
す

る
ト
イ
レ
カ
ー
に
つ
い
て
も
当

災害対応車両登録制度

該
制
度
に
登
録
す
る
の
か
。

答　
ベ
ッ
ド
や
清
潔
な
ト
イ
レ
、

温
か
い
食
事
の
提
供
は
、
災
害

関
連
死
を
防
ぐ
た
め
に
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
車
両
を

所
有
し
て
い
る
協
定
事
業
者
等

に
対
し
て
周
知
を
し
、
発
災
時

に
は
、
積
極
的
に
活
用
し
た
い
。

ま
た
、
市
に
お
い
て
ト
イ
レ
カ

ー
を
配
備
し
た
際
に
は
、
当
該

制
度
に
登
録
す
る
予
定
で
あ
る
。

本
市
で
の
周
知
方
法
は
い
か
に

協
定
事
業
者
等
に
周
知 

発
災
時
に
活
用

大

場

諭

議

員

（
公
明
党
）

　

令
和
６
年
５
月
に
育
児
・
介

護
休
業
法
が
改
正
さ
れ
、
事
業

者
に
対
し
、
労
働
者
が
柔
軟
な

働
き
方
を
実
施
で
き
る
措
置
の

拡
充
等
に
係
る
努
力
義
務
が
課

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
市
は

事
業
者
に
ど
の
よ
う
な
支
援
を

行
う
の
か
。
ま
た
、
仕
事
と
介 

護
を
両
立
す
る
た
め
の
労
働
者

へ
の
支
援
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

育児・介護休業法

答　
労
働
な
ん
で
も
相
談
を
開

催
し
、
社
会
保
険
労
務
士
が
経

営
者
等
か
ら
個
別
に
労
働
問
題

の
相
談
を
受
け
て
い
る
ほ
か
、

就
業
規
則
の
規
定
例
な
ど
の
情

報
提
供
に
も
努
め
て
い
く
。
ま

た
、
介
護
に
必
要
な
知
識
等
を

習
得
す
る
た
め
の
家
族
介
護
教

室
な
ど
を
開
催
し
、
家
族
を
介

護
す
る
労
働
者
の
精
神
的
負
担

の
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

改
正
後 

ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
う
の
か

介
護
す
る
労
働
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
る

と
く
た
け
純
平
議
員

（
れ
い
わ
・
無
所
属
・
共
生
の
会
）

　

市
立
小
中
学
校
で
は
、
ペ
ッ

ト
同
行
避
難
が
可
能
で
あ
る
が
、

ペ
ッ
ト
は
飼
い
主
の
目
の
届
か

な
い
場
所
に
い
る
こ
と
に
な
り
、

動
物
を
家
族
に
持
つ
市
民
の
多

く
は
利
用
し
な
い
も
の
と
想
定

す
る
。
ペ
ッ
ト
と
同
室
で
過
ご

せ
る
同
伴
避
難
所
は
、
犬
や
猫

を
家
族
に
持
つ
推
定
４
万
世
帯

に
対
し
、
収
容
想
定
が
わ
ず
か

ペットとの同室避難

30
世
帯
の
み
で
、
到
底
足
り
な

い
状
況
で
あ
る
。
市
立
小
中
学

校
の
避
難
所
に
、
少
な
く
と
も

１
室
は
ペ
ッ
ト
と
同
室
避
難
で

き
る
部
屋
が
必
要
と
考
え
る
が
、

動
物
と
の
共
生
を
打
ち
出
し
、

ペ
ッ
ト
の
命
の
重
み
を
強
調
し

て
い
る
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答　
課
題
を
先
送
り
す
る
こ
と

な
く
努
力
す
る
よ
う
、
担
当
の

部
署
に
伝
え
て
い
く
。

市
立
小
中
学
校
に
必
要 

市
長
の
見
解
は

努
力
す
る
よ
う
担
当
の
部
署
に
伝
え
る

越
川
雅
史
議
員

　

学
校
教
育
部
が
所
管
す
る
業

務
委
託
契
約
に
お
い
て
、
そ
の

仕
様
書
で
は
、
業
務
責
任
者
、

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
ど

ち
ら
か
一
方
は
必
ず
勤
務
す
る

こ
と
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
私

の
調
査
に
よ
り
、
い
ず
れ
も
不

在
と
な
る
日
が
毎
月
の
よ
う
に

継
続
的
に
複
数
発
生
し
て
お
り
、

そ
の
場
合
、
代
替
者
が
勤
務
し

仕様書と異なる運用

て
い
る
事
実
が
発
覚
し
た
。
当

該
運
用
は
、
令
和
３
年
度
に
は

始
ま
っ
て
お
り
、
６
年
10
月
の

契
約
更
新
に
際
し
て
は
、
代
替

者
の
規
定
の
な
い
仕
様
書
を
見

直
す
べ
き
と
こ
ろ
、
見
直
し
は

行
わ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況

は
、
公
平
公
正
な
契
約
の
在
り

方
と
言
え
な
い
と
思
う
が
、
私

の
発
言
に
誤
り
は
あ
る
か
。

答　
発
言
内
容
に
誤
り
は
な
い
。

私
の
発
言
に
誤
り
は
あ
る
か

発
言
内
容
に
誤
り
は
な
い

丸
金
ゆ
き
こ
議
員

（
地
域
政
党
チ
ー
ム
い
ち
か
わ
）

　

本
市
で
は
消
防
職
員
の
定
数

を
５
２
０
人
以
内
と
定
め
て
い

る
が
、
こ
の
定
数
は
、
平
成
８

年
以
降
、
29
年
間
増
え
て
い
な

い
。
市
川
南
地
区
に
お
け
る
開

発
事
業
の
進
展
に
伴
う
人
口
増
、

高
齢
者
の
増
加
に
よ
る
救
急
需

要
の
増
、
大
規
模
災
害
発
生
の

懸
念
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
消
防

力
の
強
化
は
喫
緊
の
課
題
だ
と

消防職員の定数

考
え
る
が
、
消
防
職
員
の
定
数

を
増
や
す
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　
令
和
６
年
12
月
に
見
直
さ

れ
た
市
川
市
地
域
防
災
計
画
の

震
災
編
に
お
い
て
市
街
地
に
お

け
る
火
災
発
生
件
数
の
増
加
が

想
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
大

規
模
災
害
へ
の
対
応
は
重
要
と

認
識
し
て
い
る
。
消
防
救
急
体

制
の
強
化
を
図
り
つ
つ
、
適
正

な
定
数
管
理
に
努
め
て
い
く
。

消
防
力
の
強
化
が
必
要 

定
数
増
は
可
能
か

適
正
な
定
数
管
理
に
努
め
る


